
宗
教
改
革
四
〇
〇

年と
内
村
鑑
三
の
ル
タ
ー
受
容

岩　
野
　
祐
　
介

は
じ
め
に

　
二〇
一
七
年
は
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ル
タ
ー
が
い
わ
ゆ
る
「
九
五
箇
条
の
提
題
」
を
発
表
し
て
か
ら
五
〇
〇
年
目
に
あ
た
り
、
日
本
に
お
い

ても
「
宗
教
改
革
五
〇
〇
周
年
記
念
」
と
し
て
様
々
な
記
念
行
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。
で
は
、
百
年
前
、
一
九
一
七
年
の
日
本
に
お
い
て
、

宗
教
改
革
四
〇
〇周
年
は
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
日
本
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
・
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
と
っ
て
宗
教
改
革
四

〇
〇周
年
は
い
か
な
る
意
味
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
内
村
鑑
三
の
テ
キ
ス
ト
を
主
た
る
直
接

的
題
材
と
し
、
検
討
し
て
み
た
い
。
詳
し
く
は
後
述
す
る
が
、
内
村
鑑
三
は
一
九
一
七
年
の
十
月
、
『
聖
書
之
研
究
』
二
〇
七
号
を
「
ル
ー

テ

ル
記
念号
」
と
題
し
て
刊
行
し
て
い
る
。
日
本
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
・
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
ル
タ
ー
受
容
に
関
し
て
、
内
村
の
思
想

を
考
察
対
象
と
す
る
こ
と
は
妥
当
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　こ
の
、
一
九
一
七
年
（
日
本
の
元
号
を
用
い
て
表
記
す
る
と
大
正
六
年
）
と
は
い
か
な
る
年
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
世
界
史
の
な
か

で
一
九
一
七
年
と
い
う
年
を
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
第
一
次
世
界
大
戦
へ
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
参
戦
と
、
ロ
シ
ア
革
命
の
年
と
い
う
ご

宗
教
改
革
四
〇
〇
年
と
内
村
鑑
三
の
ル
タ
ー
受
容
（
岩
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
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三
八

と
に
な
る
だ
ろ
う
。
ま
た
そ
の
後
現
代
ま
で
尾
を
引
く
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
の
一
端
と
さ
れ
る
バ
ル
フ
ォ
ア
宣
言
は
一
九
一
七
年
十
一
月
の

でき
ご
と
で
あ
る
。

　
一
九
一
七
年
は
、
一
八
五
九
年
に
ヘ
ボ
ン
、
ブ
ラ
ウ
ン
ら
が
来
日
し
た
こ
と
を
日
本
に
お
け
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
・
キ
リ
ス
ト
教
の
は

じ
ま
り
と
考
え
る
と
す
れ
ぱ
、
日
本
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
五
十
八
年
目
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
日
本
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
・
キ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
↓

スト
教
史
に
関
す
る
研
究
、
た
と
え
ば
、
海
老
沢
・
大
内
に
よ
る
『
日
本
キ
リ
ス
ト
教
史
』
や
、
土
肥
昭
夫
の
『
日
本
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
・

　
　
　
　
　
ハ
こ

キ
リ
ス
ト
教
史
』
は
、
と
く
に
こ
の
宗
教
改
革
四
〇
〇
年
と
い
う
年
に
着
目
し
て
は
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
歴
史
書
に
お
い
て
、
宗
教
改
革

四〇
〇
年
を
日
本
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
が
ど
う
扱
っ
た
か
、
と
い
う
こ
と
は
テ
ー
マ
化
さ
れ
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。
『
植
村
正
久
と

　
　
　
ハ
こ

其
の

時代
』
で
も
、
ル
タ
ー
生
誕
四
〇
〇
年
の
一
八
八
三
年
に
つ
い
て
は
「
マ
ル
チ
ン
・
ル
タ
ー
四
百
年
記
念
会
」
と
し
て
章
が
立
て
ら

れ
て

い
る
の
に
対
し
て
、
こ
の
一
九
一
七
年
に
つ
い
て
は
特
に
記
載
が
な
い
。
内
村
鑑
三
に
よ
る
文
書
を
確
認
し
て
も
、
一
九
一
七
年
の

初め
か
ら
宗
教
改
革
四
〇
〇
年
に
つ
い
て
繰
り
返
し
扱
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
戦
争
に
関
す
る
記
述
の
方
が
目
立
っ
て
い

る
。

　と
は
い
え
、
一
九
一
七
年
に
特
に
日
本
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
に
よ
る
行
事
が
何
も
な
か
っ
た
の
か
、
と
い
え
ば
、
も
ち
ろ
ん
そ
う

いう
こ
と
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
日
本
基
督
教
会
同
盟
は
、
東
京
基
督
教
青
年
会
館
を
会
場
に
、
一
九
一
七
年
十
月
三
十
一
日
の
午
後
二

時
から
「
天
長
節
お
よ
び
宗
教
改
革
四
百
年
紀
念
会
」
を
実
施
し
て
い
る
。
そ
し
て
ま
さ
に
こ
の
同
じ
日
の
午
後
七
時
、
同
じ
場
所
で
、

内
村
鑑
三
の
宗
教
改
革
四
百
年
記
念
講
演
会
が
開
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
鈴
木
範
久
の

『
内
村
鑑
三
日
録
』
に
よ
れ
ば
、
日
本
基
督
教
会
同
盟
に
よ
る
紀
念
会
は
「
江
原
素
六
の
『
天
長
節
祝
賀
の
辞
』
、
君
が
代

の

二唱
」
「
井
深
梶
之
助
『
宗
教
改
革
の
主
義
』
、
小
崎
弘
道
『
宗
教
改
革
の
精
神
』
の
演
説
の
あ
と
海
老
名
弾
正
に
よ
り
宣
言
書
に
関
す



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ゑ

る
演
説
と
宣
言
の
朗
読
が
あ
っ
た
。
聴
衆
は
約
八
百
人
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
江
原
素
六
は
教
育
家
、
政
治
家
で
あ
り
、
メ
ソ
ヂ
ス

ト
教
会
員
で
あ
っ
た
。
井
深
梶
之
助
は
日
本
基
督
教
会
、
小
崎
と
海
老
名
は
日
本
組
合
教
会
の
指
導
者
で
あ
る
か
ら
、
代
表
的
な
教
派
教

会
の

面々

が
集
ま
っ
た
会
合
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
一
方
同
じ
日
の
夕
刻
、
同
じ
場
所
で
お
こ
な
わ
れ
た
内
村
に
よ
る
講

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
り

演は
、
「
内
村
の
一
生
に
と
っ
て
も
、
と
り
わ
け
重
要
な
講
演
」
で
あ
っ
た
と
鈴
木
範
久
は
記
し
て
い
る
。
鈴
木
は
、
「
全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を

向
う
に
ま
わ
し
て
一
人
立
っ
た
ル
タ
ー
で
は
な
い
に
せ
よ
、
内
村
に
は
日
本
の
全
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
対
抗
し
て
一
人
立
つ
気
概
が

　
　
ハ
ゑ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヱ

あ
っ
た
」
と
評
価
し
て
い
る
。
ま
た
多
く
の
聴
衆
を
前
に
し
た
講
演
が
成
功
裏
に
終
わ
っ
た
こ
と
は
、
「
再
臨
運
動
に
立
ち
上
る
契
機
」
で

も
あ
っ
た
と
鈴
木
は
推
測
し
て
い
る
。

　
では
、
宗
教
改
革
四
〇
〇
年
を
通
し
て
、
内
村
が
訴
え
た
か
っ
た
こ
と
は
何
で
あ
っ
た
の
か
。
本
稿
で
は
、
『
聖
書
之
研
究
』
二
〇
七
号

に

掲
載さ
れ
た
「
ル
ー
テ
ル
の
為
に
弁
ず
」
、
一
九
一
七
年
十
月
三
十
一
日
の
記
念
講
演
が
も
と
に
な
っ
た
「
宗
教
改
革
の
精
神
」
、
お
よ

び

「
ルー
テ
ル
の
遺
せ
し
害
毒
」
を
直
接
的
な
題
材
と
し
て
、
内
村
に
お
け
る
ル
タ
ー
理
解
、
ル
タ
ー
受
容
と
、
そ
こ
で
内
村
が
訴
え
よ

う
と
し
た
こ
と
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
り

　な
お
内
村
鑑
三
の
ル
タ
ー
解
釈
に
関
す
る
先
行
研
究
と
し
て
は
、
高
橋
三
郎
・
日
永
康
の
共
著
『
ル
タ
ー
と
内
村
鑑
三
』
に
収
録
さ
れ

た
高
橋
の
「
ル
タ
ー
と
内
村
鑑
三
」
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
論
文
は
、
高
橋
の
講
演
を
も
と
に
し
た
も
の
で
あ
り
、
ル
タ
ー
と

内
村
の
共
通
点
、
相
違
点
を
挙
げ
た
う
え
で
、
高
橋
自
身
に
よ
る
「
律
法
の
呪
い
」
を
め
ぐ
る
考
察
へ
と
進
む
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
資
料
的
な
面
か
ら
も
詳
細
に
、
内
村
に
お
け
る
ル
タ
ー
受
容
を
扱
っ
た
論
考
と
し
て
は
『
内
村
鑑
三
研
究
』
第
四
九
号
に
掲
載
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ユ

た

野々

瀬
浩
司
の
「
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ル
タ
ー
と
内
村
鑑
三
」
が
あ
る
。
た
だ
し
こ
の
野
々
瀬
に
よ
る
論
文
は
、
内
村
の
言
論
活
動
全
体
を

通し
て
の
、
ル
タ
ー
受
容
、
ル
タ
ー
理
解
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
論
で
は
、
一
九
一
七
年
の
宗
教
改
革
記
念
四
〇
〇
年
記
念

宗
教
改
革
四
〇
〇年
と
内
村
鑑
三
の
ル
タ
ー
受
容
（
岩
野
）
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四

〇

と
そ
の
関
連
の
文
章
に
お
け
る
内
村
の
ル
タ
ー
理
解
に
集
中
し
て
扱
う
こ
と
と
す
る
。

「
ルー
テ
ル
記
念
号
」

　
前
述
の

通り
、
内
村
は
一
九
一
七
年
十
月
十
日
付
の
『
聖
書
之
研
究
』
二
〇
七
号
を
、
「
ル
ー
テ
ル
記
念
号
」
と
し
、
以
下
の
文
章
を
掲

載
し
て
い
る
。

　
「
ル
ー
テ
ル
の
為
に
弁
ず
」

　
「
若
し
ル
ー
テ
ル
が
日
本
に
生
れ
た
な
ら
ば
？
」

　
「
古
き
福
音
」

　
「
小
児
と
し
て
の
信
者
　
ル
ー
テ
ル
は
如
斯
き
信
者
」

　
「
大
胆
な
る
信
仰
　
ル
ー
テ
ル
の
信
仰
は
是
れ
」

　
「
宗
教
改
革
を
迎
へ
し
国
と
之
を
斥
け
し
国
」

　
こ
の
「
ル
ー
テ
ル
記
念
号
」
に
は
、
内
村
が
直
接
的
に
ル
タ
ー
に
つ
い
て
述
べ
た
こ
れ
ら
の
文
章
の
ほ
か
、
「
亜
細
亜
の
七
教
会
」
、

“諺
び
旨
蔓
8
い
o
＜
Φ
”
、
「
愛
し
得
る
の
能
力
」
（
諺
び
日
蔓
8
ぴ
o
＜
①
の
訳
文
）
、
「
全
信
の
道
」
、
「
愛
す
る
の
至
福
」
、
「
復
又
贋
罪
に
就
て
」

が
収
録さ
れ
て
い
る
。
“
諺
び
同
澤
団
8
い
o
＜
9
以
下
の
四
篇
は
い
ず
れ
も
『
聖
書
之
研
究
』
誌
半
ペ
ー
ジ
分
の
短
文
で
あ
る
。
「
亜
細
亜
の

七
教会
」
は
ヨ
ハ
ネ
の
黙
示
録
の
解
説
で
あ
り
、
二
〇
五
号
と
二
〇
七
号
と
に
分
け
て
掲
載
さ
れ
た
も
の
の
後
半
部
分
に
該
当
す
る
。
ま



た
、
内
村
以
外
の
著
者
に
よ
る
文
書
と
し
て
は
、
畔
上
賢
造
に
よ
る
「
パ
ウ
ロ
の
歴
史
哲
学
（
下
）
」
「
信
仰
の
三
期
」
、
並
び
に
村
田
勤
に

よ
る
「
ル
ー
テ
ル
と
彼
の
聖
書
翻
訳
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
り

　こ
の
他
に
は
「
四
百
年
前
の
今
月
廿
一
日
」
と
題
さ
れ
た
文
章
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
文
章
は
内
村
が
後
の
一
九
一
＝
年
に
刊
行

し
た
『
ル
ー
テ
ル
伝
講
演
集
』
に
も
再
録
さ
れ
て
い
る
が
、
一
九
八
〇
年
代
に
刊
行
さ
れ
た
『
内
村
鑑
三
全
集
』
岩
波
書
店
版
に
は
収
録

さ
れ
な
か
っ
た
。
『
内
村
鑑
三
全
集
』
二
三
巻
の
亀
井
俊
介
に
よ
る
解
題
に
は
、
『
藤
井
武
全
集
』
の
註
解
に
基
づ
き
、
こ
の
文
章
を
藤
井

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヨ

武
の
筆
に
な
る
も
の
と
推
定
し
、
『
全
集
』
に
収
録
し
な
か
っ
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　そ
れ
で
は
、
順
を
追
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
文
章
に
記
さ
れ
る
内
容
の
概
略
を
記
し
て
お
き
た
い
。
内
村
は
宗
教
改
革
と
そ
こ
に
お
け
る
ル

タ
ー
の
は
た
ら
き
の
い
か
な
る
部
分
に
い
か
な
る
意
味
を
見
出
し
て
い
て
、
ど
の
よ
う
に
そ
れ
を
説
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヨ

　
「
ル
ー
テ
ル
の
為
に
弁
ず
」
は
宗
教
改
革
と
ル
タ
ー
の
根
本
的
な
信
仰
理
解
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
内
容
に
つ
い
て
は
後

ほ
ど
詳
し
く
と
り
あ
げ
る
こ
と
と
す
る
が
、
な
ぜ
「
宗
教
改
革
に
お
け
る
ル
ー
テ
ル
」
「
ル
ー
テ
ル
の
信
仰
と
宗
教
改
革
」
と
い
っ
た
タ
イ

ト
ル
で
は
な
く
、
「
ル
ー
テ
ル
の
為
に
弁
ず
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
に
な
っ
て
い
る
の
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
ル
タ
ー
の
活
躍
し
た
ド
イ
ツ
が

第
一
次
世
界
大
戦
に
お
け
る
敵
国
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
内
村
が
記
し
た
文
書
の
多
く
が
、
戦
争
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
　

　
「
若
し
ル
ー
テ
ル
が
日
本
に
生
れ
た
な
ら
ば
？
」
は
題
名
の
通
り
、
ル
タ
ー
が
十
九
世
紀
後
半
の
日
本
に
生
れ
て
い
た
ら
ど
う
な
っ
て
い

た
か
、
と
の
仮
定
に
応
答
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
内
村
に
よ
れ
ば
、
今
（
一
九
一
七
年
当
時
）
の
日
本
に
は
良
心
の
問
題
に
つ
い
て
真

剣
に

考え
よ
う
と
す
る
人
間
な
ど
い
な
い
の
で
、
仮
に
ル
タ
ー
が
一
九
一
七
年
の
日
本
に
存
在
し
た
と
し
て
も
「
静
か
な
る
楽
し
き
一
生

を
送
つ
た
で
あ
ら
う
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。

宗
教
改
革
四

〇
〇年
と
内
村
鑑
三
の
ル
タ
ー
受
容
（
岩
野
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四
一



四

二

　
　
　
　
ハ
む

　
「
古
き
福
音
」
は
直
接
的
に
宗
教
改
革
（
一
五
一
七
年
十
月
三
十
一
日
、
九
五
箇
条
の
提
題
の
発
表
と
、
そ
の
後
の
一
連
の
で
き
ご
と
）

に

つ
い
て述
べ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
パ
ウ
ロ
、
ル
タ
ー
、
親
鷲
ら
の
救
済
観
を
記
す
短
文
で
あ
る
の
で
、
宗
教
改
革
関
連
の
文
章
と
い
っ

てよ
い
で
あ
ろ
う
。
『
聖
書
之
研
究
』
誌
半
ペ
ー
ジ
分
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
り

　
「
小
児
と
し
て
の
信
者
　
ル
ー
テ
ル
は
如
斯
き
信
者
」
も
短
文
で
あ
り
、
『
聖
書
之
研
究
』
誌
一
ぺ
ー
ジ
分
を
占
め
て
い
る
。
ル
タ
ー
の

信
仰を
子
ど
も
の
よ
う
な
信
仰
と
し
、
信
仰
と
は
そ
の
よ
う
に
あ
る
べ
き
だ
と
述
べ
る
。
ル
タ
ー
以
外
で
は
、
パ
ウ
ロ
、
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
、

ム
ー
デ
ィ
ー
、
シ
ー
リ
ー
が
「
子
ど
も
の
よ
う
な
信
者
」
の
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
り

　
「
大
胆
な
る
信
仰
　
ル
ー
テ
ル
の
信
仰
は
是
れ
」
も
短
文
で
あ
る
。
や
は
り
一
ペ
ー
ジ
分
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
を
介
し
て
神
と
相
対
す
る

こ
と
で
、
た
だ
ひ
た
す
ら
に
神
を
催
れ
る
小
心
者
の
信
仰
で
は
な
く
、
大
胆
な
信
仰
を
抱
く
こ
と
が
で
き
る
と
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
レ
　

　
「
宗
教
改
革
を
迎
へ
し
国
と
之
を
斥
け
し
国
」
は
『
聖
書
之
研
究
』
誌
三
ペ
ー
ジ
分
の
文
章
で
あ
る
。
第
一
次
世
界
大
戦
の
遠
因
を
宗
教

改
革
後
の

「
改
革
戦争
」
に
見
出
す
一
方
で
、
宗
教
改
革
後
、
新
教
を
受
け
容
れ
た
国
は
そ
の
後
様
々
な
面
で
発
達
し
て
い
る
が
、
カ
ト

リ
ッ
ク
国
は
政
治
面
、
文
化
面
も
含
め
停
滞
し
て
い
る
、
と
主
張
し
て
い
る
。
い
さ
さ
か
類
型
的
な
見
立
て
で
は
あ
る
が
、
宗
教
改
革
を

経
て
再
確
認
さ
れ
た
「
キ
リ
ス
ト
の
福
音
」
「
元
始
の
福
音
」
を
日
本
が
受
け
入
れ
る
か
ど
う
か
、
が
肝
心
で
あ
り
、
そ
こ
に
日
本
の
「
永

遠
の命
運
」
が
か
か
っ
て
い
る
、
と
内
村
は
い
う
の
で
あ
る
。

「
ルー
テ
ル
の
為
に
弁
ず
」

続
い
て
は
、
「
ル
ー
テ
ル
記
念
号
」
に
掲
載
さ
れ
た
「
ル
ー
テ
ル
の
為
に
弁
ず
」
に
つ
い
て
細
か
く
検
討
し
て
い
き
た
い
。



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
イ
ツ
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
り

　こ
の
文
章
は
「
今
や
全
世
界
は
独
逸
国
に
対
し
て
総
攻
撃
を
加
へ
つ
〉
あ
る
」
と
い
う
こ
と
ば
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、
当
時
そ
の
た
だ

な
か
に
あ
っ
た
第
一
次
世
界
大
戦
を
意
識
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
日
本
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
派
教
会
は
、
基

本的
に
ア
メ
リ
カ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
る
宣
教
が
も
と
と
な
っ
て
設
立
さ
れ
た
も
の
が
多
い
の
で
あ
り
、
直
接
的
に
ド
イ
ツ
の
教
会
の
影

響
下
にあ
っ
た
も
の
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
「
敵
国
の
宗
教
」
と
し
て
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
、
「
敵
国
の
人
物
」
と
し
て
の
ル
タ
ー

に

つ
い
て

弁
証
せ
ね
ばな
ら
な
い
事
情
が
具
体
的
に
あ
っ
た
と
推
測
す
る
よ
り
も
、
単
純
に
時
事
問
題
を
導
入
に
用
い
る
手
法
で
あ
る
と

考え
た
方
が
妥
当
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ド
イ
ツ
が
偉
大
で
あ
る
と
す
れ
ば
そ
れ
は
ビ
ス
マ
ル
ク
時
代
の
発
展
に
よ
る
の
で
は
な
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
り

「而し
て
汝
は
霊
界
の
王
た
れ
と
は
天
が
独
逸
に
命
じ
た
る
所
で
あ
る
」
と
あ
る
よ
う
に
思
想
的
、
霊
的
な
面
で
の
寄
与
に
よ
る
、
と
い
う

の

が内
村
の
本
意
で
あ
り
、
第
一
次
世
界
大
戦
中
に
め
ぐ
っ
て
き
た
宗
教
改
革
四
〇
〇
年
を
大
々
的
に
取
り
上
げ
る
理
由
で
あ
る
。

　ま
た
内
村
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
な
信
仰
の
土
台
と
し
て
の
個
人
の
信
仰
と
い
う
面
に
焦
点
を
あ
て
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
と
も
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
哲
学
の

事は
菰
に
言
は
ず
と
し
て
宗
教
の
事
に
於
て
余
輩
は
素
々
独
逸
信
者
で
あ
る
、
殊
に
ル
ー
テ
ル
信
者
で
あ
る
、
ル
ー
テ
ル
教
会
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

信者
で
は
な
い
、
ル
ー
テ
ル
信
者
で
あ
る
、
ル
ー
テ
ル
を
以
て
伝
は
り
し
信
仰
を
懐
く
者
で
あ
る
」
と
い
う
表
現
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

ルー
テ
ル
教
会
の
信
者
で
は
な
く
ル
ー
テ
ル
信
者
で
あ
る
、
と
は
っ
き
り
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
宗
教
改
革
が
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
い

う
教
派
、
分
派
を
生
ん
だ
現
象
で
あ
る
、
と
す
る
な
ら
ば
、
内
村
に
と
っ
て
そ
れ
は
さ
ほ
ど
重
要
な
こ
と
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　も
ち
ろ
ん
、
ル
タ
ー
の
信
仰
が
伝
わ
る
た
め
に
は
、
教
派
教
会
に
よ
る
宣
教
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
「
ル
ー
テ
ル
教
会
の

信者
」
で
あ
る
こ
と
と
分
離
し
た
が
る
内
村
の
態
度
に
は
歴
史
的
理
解
と
い
う
点
で
問
題
が
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
内
村

は
、
特
定
の
教
義
や
信
仰
理
解
を
保
持
し
伝
え
る
も
の
と
し
て
の
教
派
が
、
人
間
の
信
仰
理
解
、
内
面
性
を
縛
り
、
支
配
す
る
も
の
と
な

る
こ
と
に
は
違
和
感
を
抱
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
関
し
て
は
、
後
述
す
る
「
ル
ー
テ
ル
の
遺
し
た
害
毒
」
で
確
認
す
る
。

宗
教
改
革
四

〇
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と
内
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四
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
こ
な
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
リ

　
ルタ
ー
の
最
大
の
功
績
と
し
て
内
村
が
こ
こ
で
挙
げ
る
の
は
、
「
人
の
救
は
る
〉
は
行
為
に
由
ら
ず
信
仰
に
の
み
由
る
」
と
大
胆
に
断
言

し
た
こ
と
、
で
あ
る
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
内
村
は
、
ル
タ
ー
が
宗
教
改
革
者
で
あ
る
か
ら
偉
大
で
あ
る
、
と
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。

こ
こ
で
の
内
村
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
ル
タ
ー
は
改
革
を
求
め
て
は
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
や
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
り

　…
…
彼
の
改
革
事
業
な
る
者
は
彼
に
取
り
て
は
止
む
を
得
ざ
る
よ
り
出
た
の
で
あ
る
、
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
り

　…
…
ル
ー
テ
ル
は
改
革
を
択
ん
だ
の
で
は
な
い
、
彼
は
神
に
執
へ
ら
れ
て
改
革
の
渦
中
に
投
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
る
、
…
…

　…
…
ル
ー
テ
ル
は
改
革
を
要
求
し
な
か
つ
た
、
然
れ
ど
も
教
会
と
欧
洲
と
は
之
を
要
求
し
た
の
で
あ
る
、
而
し
て
改
革
は
ル
ー
テ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ム
け

よ
り
し
て
始
ま
つ
た
の
で
な
く
し
て
、
ル
ー
テ
ル
に
触
れ
て
改
革
は
始
ま
つ
た
の
で
あ
る
、
…
…

　内
村
に
よ
れ
ば
、
ル
タ
ー
は
「
信
仰
に
よ
っ
て
の
み
救
わ
れ
る
」
と
い
う
真
理
を
伝
え
よ
う
と
し
た
だ
け
な
の
で
あ
る
。
内
村
が
こ
の

文
章
の

題
名を
「
ル
ー
テ
ル
の
為
に
」
と
し
た
こ
と
に
は
、
ル
タ
ー
は
「
破
壊
者
」
で
あ
る
、
と
い
う
誤
解
を
解
く
意
図
が
込
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
に
な
る
。
内
村
に
よ
れ
ば
ル
タ
ー
は
、
信
仰
の
み
に
て
救
わ
れ
る
と
い
う
真
理
、
福
音
を
発
見
し
、
そ
の
結
果
自
由
と
平
和
と

歓
喜
に

至
っ
た
。
ル
タ
ー
に
と
っ
て
は
そ
れ
で
十
分
で
あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
内
村
が
「
赦
罪
券
」
と
記
す
と
こ

ろ
の
贈
宥
状
が
「
戦
闘
開
始
の
機
会
」
と
な
る
。
と
い
う
の
も
、
「
赦
罪
券
」
を
買
う
こ
と
で
人
が
救
済
に
近
づ
く
と
い
う
こ
と
が
あ
り
得

る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
「
信
仰
の
み
に
よ
っ
て
救
わ
れ
る
」
と
い
う
福
音
を
否
定
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　さ
ら
に
内
村
は
こ
の
文
章
を
、
宗
教
改
革
は
ル
タ
ー
の
は
た
ら
き
と
い
う
よ
り
は
彼
の
内
な
る
キ
リ
ス
ト
の
は
た
ら
き
で
あ
っ
た
、
と

いう
表
現
で
終
え
て
い
る
。
人
間
と
し
て
の
ル
タ
ー
は
キ
リ
ス
ト
に
お
い
て
死
ん
で
お
り
、
彼
の
内
に
あ
る
キ
リ
ス
ト
が
、
彼
を
動
か
し



て

い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
全
体
と
し
て
、
キ
リ
ス
ト
に
動
か
さ
れ
、
信
仰
の
た
め
や
む
な
く
宗
教
改
革
へ
と
至
る
、
と
い
う
ル
タ
ー
像

が描
か
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
特
徴的
な
の
は
、
こ
の
文
章
に
お
い
て
内
村
が
、
農
民
戦
争
に
お
け
る
ル
タ
ー
の
態
度
や
、
教
皇
・
教
皇
庁
を
は
じ
め
と
す
る
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
、
あ
る
い
は
ツ
ヴ
ィ
ン
グ
リ
な
ど
ル
タ
ー
と
は
立
場
の
異
な
る
宗
教
改
革
者
に
対
す
る
ル
タ
ー
の
攻
撃
的
と
い
っ
て
よ
い
態
度
に

つ
い
て
、
全
く
触
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
内
村
は
ル
タ
ー
に
攻
撃
的
な
一
面
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

後
述
する
「
ル
ー
テ
ル
の
遺
し
た
害
毒
」
で
は
ル
タ
ー
の
攻
撃
的
で
不
寛
容
な
部
分
に
つ
い
て
批
判
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
「
ル
ー
テ
ル

記
念号
」
の
特
集
冒
頭
に
掲
載
す
る
文
章
と
し
て
、
内
村
は
宗
教
改
革
に
お
け
る
ル
タ
ー
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
側
面
を
取
り
上
げ
た
の
だ
と

思わ
れ
る
。
内
村
の
聖
書
講
義
集
会
の
出
席
者
や
、
『
聖
書
之
研
究
』
誌
の
読
者
は
継
続
的
に
内
村
に
よ
る
聖
書
・
キ
リ
ス
ト
教
に
関
す
る

講義
を
聞
き
、
文
章
を
読
ん
で
い
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
文
章
は
入
門
的
・
一
般
的
な
ル
タ
ー
の
紹
介
と
い
う
要
素

を
も
含
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

　そ
れ
で
は
、
よ
り
一
般
的
な
聴
衆
を
想
定
し
て
な
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
十
月
三
十
一
日
の
講
演
草
稿
、
「
宗
教
改
革
の
精
神
」
に
お
い
て

内
村
は
ル
タ
ー
の
ど
の
よ
う
な
面
を
強
調
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
続
い
て
は
こ
の
文
章
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
み
た
い
。

「宗
教
改革
の
精
神
」

　
「
宗
教
改
革
の
精
神
」
に
お
い
て
内
村
は
、
ま
ず
導
入
と
し
て
宗
教
改
革
が
近
代
の
は
じ
ま
り
、
「
近
世
哲
学
と
近
世
思
想
、
近
世
科
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
べ
て
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
り

と
近
世
文
学
、
代
議
政
体
と
新
国
家
其
他
近
代
人
が
享
有
す
る
凡
の
制
度
文
物
」
の
は
じ
ま
り
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
。
そ
し
て
「
中
古

宗
教
改
革
四

〇
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内
村
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ル
タ
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受
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岩
野
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四

六

　
　
　
す
ぎ
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
リ
　

時
代は
過
去
つ
て
新
時
代
が
始
ま
」
り
、
「
全
欧
洲
は
其
す
べ
て
の
方
面
に
於
て
新
生
を
遂
げ
た
」
大
変
革
が
、
宗
教
の
改
革
か
ら
は
じ
ま
っ

て

いる
こ
と
の
意
味
を
強
調
し
て
い
る
。
近
代
の
は
じ
ま
り
と
し
て
の
宗
教
改
革
、
と
い
う
位
置
づ
け
は
、
近
代
化
期
の
日
本
に
お
い
て
、

キ
リ
ス
ト
教
の
存
在
意
義
を
弁
証
す
る
た
め
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
た
論
法
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
同
時
に
内
村
は
、
制
度
や

文物
の
変
革
の
た
め
に
は
内
的
・
霊
的
な
変
革
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
が
ル
タ
ー
の
宗
教
改
革
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

と
説
明
し
て
い
る
。
そ
し
て
ル
タ
ー
の
改
革
が
影
響
力
を
も
っ
た
の
は
、
「
信
仰
に
よ
っ
て
の
み
救
わ
れ
る
」
と
い
う
真
理
を
発
見
し
た
こ

と
に
よ
る
と
続
け
て
い
る
。
こ
の
講
演
に
お
い
て
内
村
は
、
「
ル
ー
テ
ル
の
為
に
弁
ず
」
に
お
い
て
な
し
た
説
明
よ
り
も
詳
し
く
、
「
信
仰

に
よ
っ
て
の
み
救
わ
れ
る
」
信
仰
義
認
が
変
革
的
な
精
神
を
与
え
る
仕
組
み
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
り

　そ
れ
ま
で
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
は
「
キ
リ
ス
ト
は
恐
る
べ
き
裁
判
人
、
福
音
は
厳
密
な
る
律
法
」
で
あ
り
、
「
欧
洲
人
は
余
り
に
神

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ふ
け

を
畏
る
〉
の
結
果
、
律
法
の
縛
る
所
と
な
り
教
会
の
囚
ふ
る
所
」
と
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
か
ら
人
々
の
霊
魂
を
解
放
し
た
の
が
、
信
仰
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
び
き

よ
っ
て
の
み
義
と
さ
れ
る
、
と
い
う
救
済
理
解
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
り
「
古
き
聖
書
は
ル
ー
テ
ル
を
導
き
て
律
法
の
奴
隷
の
輻
（
加
拉
太

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

書
五章
一
節
）
よ
り
脱
せ
し
む
る
と
同
時
に
教
会
の
圧
制
と
中
古
時
代
の
暗
黒
と
よ
り
脱
せ
し
め
た
」
の
で
あ
り
、
信
仰
に
よ
っ
て
の
み

義
と
さ
れ
る
と
い
う
「
此
真
理
が
一
度
び
パ
ウ
ロ
を
以
て
世
界
を
救
ひ
し
や
う
に
再
び
ル
ー
テ
ル
を
以
て
欧
洲
を
救
つ
煙
」
と
内
村
は
述

べる
の
で
あ
る
。
聖
書
講
義
集
会
と
比
較
し
て
よ
り
一
般
的
な
聴
衆
を
想
定
し
、
こ
の
点
に
つ
い
て
強
調
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
考
え
に

基
づく
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
以
上
の

文章
よ
り
、
ル
タ
ー
の
宗
教
改
革
を
通
し
て
一
般
的
な
読
者
・
聴
衆
に
対
し
内
村
が
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
以
下
の

よ
う
に
な
る
。



　
ルタ
ー
の
最
大
の
功
績
は
い
わ
ゆ
る
信
仰
義
認
論
、
す
な
わ
ち
「
信
仰
に
よ
っ
て
の
み
救
わ
れ
る
」
と
い
う
救
済
理
解
を
は
っ
き
り
述

べ
た
こ
と
だ
、
と
い
う
こ
と
。

　
信
仰
義
認
論が
、
人
間
に
自
由
と
希
望
を
与
え
る
力
と
な
り
得
る
、
と
い
う
こ
と
。
そ
れ
に
よ
っ
て
ル
タ
ー
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
と
い

う
巨
大
な
宗
教
的
権
威
と
そ
の
権
力
に
対
し
て
、
恐
れ
ず
立
ち
向
か
う
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
物
質
的
・
外
的
な
近
代
化
に
力
を
注
い

で
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
当
時
の
日
本
の
状
況
に
お
い
て
、
内
村
は
霊
的
・
内
的
な
力
に
つ
い
て
訴
え
、
そ
れ
な
く
し
て
物
質
的
・
外
的

な
変
革
も
あ
り
得
な
い
こ
と
を
主
張
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
一
方
で
内
村
が
扱
っ
て
い
な
い
こ
と
は
、
宗
教
改
革
が
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
、
あ
る
い
は
教
派
性
の
は
じ
ま
り
に
な
る
と
い
う
こ
と

であ
り
、
ま
た
ル
タ
ー
個
人
お
よ
び
ル
タ
ー
の
運
動
に
お
け
る
政
治
的
な
側
面
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
「
ル
ー
テ
ル
の
遺

せし
害
毒
」
を
通
し
て
検
討
し
て
み
た
い
。

「
ルー
テ
ル
遺
せ
し
害
毒
」

　こ
の
「
ル
ー
テ
ル
の
遺
せ
し
害
毒
」
は
非
常
に
興
味
深
い
文
章
で
あ
る
。
内
村
の
レ
ト
リ
ッ
ク
で
あ
る
と
は
い
え
、
ル
タ
ー
は
「
不
幸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
　

に
し
て
改
革
に
成
功
し
た
」
と
の
表
現
か
ら
は
じ
ま
る
の
で
あ
る
。
ど
う
い
う
意
味
で
「
不
幸
」
で
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い

ては
、
読
み
進
め
る
な
か
で
明
ら
か
と
な
る
。
先
に
確
認
し
た
二
編
と
は
異
な
り
、
一
般
的
、
入
門
的
な
読
者
で
は
な
く
、
『
聖
書
之
研
究
』

の

読
者を
想
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
宗
教
改
革
に
つ
い
て
も
よ
り
深
く
切
り
込
ん
だ
内
容
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
も
ち
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
つ
た

ん内
村
は
、
ル
タ
ー
の
功
績
を
十
分
に
評
価
し
て
い
る
。
た
だ
し
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
面
に
つ
い
て
把
握
す
る
こ
と
も
、
「
彼
の
功
績
を
し
て
完
全

宗
教
改
革
四

〇
〇年
と
内
村
鑑
三
の
ル
タ
ー
受
容
（
岩
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七



四

八

　
　
　
　
　
　
　
　
ま
　

から
し
む
る
為
に
必
要
」
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

　そ
れ
で
は
、
内
村
が
述
べ
る
ル
タ
ー
の
「
害
毒
」
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
内
村
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
　
　
　
　
　
ロ
オ
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
よ

ルー
テ
ル
は
羅
馬
天
主
教
会
な
る
大
勢
力
を
発
さ
ん
と
欲
し
て
二
個
の
勢
力
に
頼
つ
た
、
其
第
一
は
政
権
で
あ
つ
た
、
其
第
二
は
聖
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
ざ
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
あ
り

であ
つ
た
、
而
し
て
政
権
　
聖
書
二
つ
な
が
ら
彼
と
彼
の
後
従
者
と
を
禍
ひ
し
た
の
で
あ
る
。

　
宗
教
改
革に
つ
い
て
語
っ
て
も
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
、
教
派
教
会
の
誕
生
に
つ
い
て
は
触
れ
ず
、
個
人
と
し
て
の
ル
タ
ー
の
信
仰

に

焦点
を
あ
て
る
内
村
で
あ
る
か
ら
、
「
政
権
」
と
結
び
付
い
た
こ
と
に
つ
い
て
否
定
的
で
あ
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
し
か
し
、
「
聖

書
」
に
頼
っ
た
こ
と
が
、
な
ぜ
「
禍
ひ
」
で
あ
る
の
か
。
内
村
の
論
を
追
っ
て
み
る
こ
と
と
し
よ
う
。

　ま
ず
「
政
権
」
の
問
題
で
あ
る
。
内
村
は
、
ザ
ク
セ
ン
候
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
の
庇
護
の
も
と
ル
タ
ー
の
宗
教
改
革
が
進
展
し
た
こ
と
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
り

「
ルー
テ
ル
の
事
業
は
彼
れ
と
侯
と
の
共
同
事
業
と
称
す
る
も
可
な
り
」
と
い
い
、
ま
た
他
に
も
ヘ
ッ
セ
ン
方
伯
フ
ィ
リ
ッ
プ
な
ど
多
く
の

ド
イ
ツ
貴
族
が
ル
タ
ー
を
支
持
し
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
「
ル
ー
テ
ル
は
半
ば
独
逸
貴
族
の
愛
国
心
に
訴
へ
て
彼
の
改
革
事
業
に
成
功

　
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
ハ
　
　

し
た
」
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
に
よ
り
、
「
教
権
の
大
部
分
は
羅
馬
教
会
よ
り
独
逸
政
府
に
移
」
り
、
「
法
王
の
神
聖
が
否
認
せ
ら
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ス
ウ
エ
オ
デ
ン
　
　
　
ノ
ル
ウ
エ
ロ
ロ

国
王
の
神
聖
が
是
認
」
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
内
村
は
解
釈
す
る
。
そ
の
結
果
、
ル
タ
ー
主
義
教
会
は
、
「
独
逸
、
瑞
　
典
、
那
威
、

　デ
ン
マ
　
ク
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
と

丁

抹

等
の国
教
と
な
り
、
其
教
義
は
政
府
に
由
て
制
定
せ
ら
れ
、
其
牧
師
は
政
府
の
任
命
す
る
所
と
な
り
、
其
現
世
的
な
る
に
於
て
旧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
り

の

羅馬
天
主
教
と
何
の
異
な
る
所
な
き
に
至
つ
た
」
。
政
治
権
力
と
結
び
つ
き
、
国
教
会
と
な
っ
た
ル
タ
ー
派
教
会
は
、
カ
ン
ト
、
キ
ル
ケ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
ム
ム
ム
ム
ム
ム
ム
ム
ム
ム
ム
ム
ム
ム
た
つ
さ
△
△
△
△
ム
バ
ム
ム
ム
ム

ゴ
ー
ル
を
押
さ
え
つ
け
る
抑
圧
的
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
「
此
世
の
王
公
貴
族
を
し
て
宗
教
事
業
に
携
は
ら
し
め
て
ル
ー
テ
ル
は



　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
ム

　
　

　
ム

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
ム

　
　

　
ム

ハ
れ
ロ

四

百年
後
の
今
日
ま
で
拭
ひ
難
き
大
な
る
堂
呈
母
を
遺
し
た
」
と
内
村
は
述
べ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
。

　そ
し
て
も
う
一
つ
の
「
虫
呈
母
」
が
、
聖
書
に
頼
っ
た
こ
と
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
い
っ
た
い
ど
う
い
う
意
図
で
言
わ
れ
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ル
タ
ー
が
聖
書
に
頼
っ
た
こ
と
自
体
に
つ
い
て
は
、
内
村
も
「
正
当
」
で
あ
っ
た
と
記
し
て
い
る
。
し
か
し
問
題
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
の
が

のは
、
「
ル
ー
テ
ル
が
聖
書
の
使
用
法
を
誤
」
っ
た
こ
と
で
、
そ
れ
が
「
後
世
に
大
な
る
窒
呈
脅
を
遺
せ
し
事
も
亦
見
逃
す
べ
か
ら
ざ
る
事
実

　
　
ハ
ま

であ
る
」
と
内
村
は
指
摘
し
て
い
る
。
こ
こ
で
内
村
が
強
調
す
る
の
は
、
聖
書
と
は
い
え
人
の
手
を
経
て
記
さ
れ
た
も
の
だ
、
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
み
ち
　

…
…
聖
書
は
神
が
人
を
義
と
し
給
ふ
唯
一
の
途
を
伝
ふ
る
書
と
し
て
永
久
的
に
貴
く
あ
る
、
聖
書
を
措
い
て
他
に
此
途
を
伝
ふ
る
者
は

な
い
、
然
し
乍
ら
聖
書
も
亦
人
に
由
て
書
か
れ
し
書
で
あ
る
、
故
に
人
に
在
る
す
べ
て
の
不
完
全
は
亦
之
を
聖
書
に
於
て
見
る
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
ロ

る
。
言
語
其
物
が
不
完
全
な
る
者
で
あ
る
、
其
上
に
謄
写
の
不
完
全
が
あ
る
、
伝
達
の
不
完
全
が
あ
る
、
縦
し
又
本
文
は
完
全
な
り
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
ば
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
か
ロ

す
る
も
其
解
釈
に
不
完
全
は
免
が
れ
な
い
の
で
あ
る
、
故
に
聖
書
は
神
の
言
な
り
と
称
し
て
如
何
な
る
意
味
又
は
程
度
に
於
て
神
の
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ま

な
る
乎
は
、
是
れ
誤
り
易
き
人
間
の
何
人
も
判
定
す
る
こ
と
の
出
来
な
い
事
で
あ
る
、
…
…

　こ
の
、
聖
書
に
対
す
る
あ
る
種
冷
静
な
距
離
感
は
、
内
村
の
キ
リ
ス
ト
教
理
解
に
お
い
て
特
徴
的
で
あ
る
。
一
九
〇
〇
年
に
『
聖
書
之

研究
』
誌
を
創
刊
し
、
独
立
伝
道
者
と
し
て
の
活
動
を
本
格
化
さ
せ
て
以
降
、
こ
の
態
度
は
基
本
的
に
変
わ
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
た
と

え
ば
一
九
〇
〇
年
、
一
般
的
な
読
者
に
向
け
て
書
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
「
宗
教
座
談
」
で
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

宗
教
改
革
四
〇
〇年
と
内
村
鑑
三
の
ル
タ
ー
受
容
（
岩
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九



五
〇

　
聖書
と
は
即
ち
斯
う
云
ふ
書
で
あ
り
ま
す
、
神
の
事
を
人
が
伝
へ
た
書
で
あ
り
ま
す
、
人
が
伝
へ
た
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
其
中
に
多

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

少
の

欠点
が
無
い
と
は
申
さ
れ
ま
せ
ん
、
然
し
神
の
事
を
伝
へ
た
の
で
す
か
ら
非
常
に
貴
い
書
で
御
座
い
ま
す
。

ま
た
一
九
〇
二
年
の
「
聖
書
は
如
何
な
る
意
味
に
於
て
神
の
言
辞
な
る
耶
」
で
は
、
こ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た
　

…
…
聖
書
は
神
が
直
に
造
り
給
ふ
た
星
で
も
な
け
れ
ば
亦
岩
で
も
あ
り
ま
せ
ん
、
聖
書
は
矢
張
り
人
の
手
を
以
て
書
か
れ
た
書
で
あ
り

ま
す
、
故
に
人
に
誤
謬
の
あ
る
限
り
は
聖
書
に
も
一
つ
の
蝦
瑛
が
な
い
と
は
云
は
れ
ま
せ
ん
、
然
し
若
し
人
あ
り
て
神
は
奇
績
を
以
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
ま
ま
　

誤り
易
き
人
を
以
て
誤
り
な
き
神
の
言
辞
其
儘
に
伝
へ
し
め
給
ふ
た
と
云
ひ
ま
す
る
な
ら
ば
、
是
れ
困
難
に
加
ふ
る
に
更
に
困
難
を

以
て

す
る
の
説
で
あ
る
と
云
は
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
、
其
故
如
何
と
な
れ
ば
其
場
合
に
於
て
は
神
は
奇
績
を
以
て
始
め
て
聖
書
を
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
か
た

かし
め
給
ひ
し
の
み
な
ら
ず
、
四
千
年
以
来
総
て
之
を
謄
写
し
来
り
し
者
を
悉
く
奇
績
を
以
て
総
て
の
誤
謬
よ
り
免
が
れ
し
め
給
ひ
た

り
と
我
々
は
信
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
か
ら
で
あ
り
ま
す
、
私
は
奇
績
の
実
在
を
疑
ふ
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
然
し
論
者
の
云
ふ
が
如
き
奇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
は
　

績
の
連
続
は
神
の
威
権
の
た
め
に
も
、
将
た
亦
私
共
の
常
識
に
照
し
て
見
ま
し
て
も
到
底
私
共
の
信
ず
る
こ
と
の
出
来
な
い
こ
と
で
あ

　
　
ハ
お
り

り
ま
す
。

　
「
聖
書
は
如
何
な
る
」
は
「
講
演
」
と
し
て
『
聖
書
之
研
究
』
に
掲
載
さ
れ
た
文
章
で
あ
る
。
聖
書
講
義
集
会
に
お
い
て
な
さ
れ
た
講
演

を
も
と
に
文
章
化
し
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
読
者
、
聴
衆
と
し
て
は
、
あ
る
程
度
専
門
的
な
話
に
対
し
て
も
興
味

を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
人
々
を
想
定
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
無
教
会
主
義
的
な
キ
リ
ス
ト
教
理
解
を
前
提
と
し



て

話
す
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
た
め
、
キ
リ
ス
ト
教
理
解
に
つ
い
て
も
踏
み
込
ん
だ
、
特
徴
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
内

村
は
、
聖
書
の
文
言
を
一
字
一
句
神
聖
化
し
絶
対
化
す
る
よ
う
な
理
解
に
つ
い
て
は
、
否
定
的
な
態
度
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
ス

タ
ン
ス
が
内
村
の
聖
書
に
対
す
る
基
本
的
な
ス
タ
ン
ス
な
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
ル
タ
ー
批
判
の
た
め
敢
え
て
「
ル
ー
テ
ル
の
遺
し
し
害

毒
」
に
お
い
て
聖
書
の
絶
対
性
を
否
定
し
た
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。

　こ
の
よ
う
に
考
え
る
内
村
に
と
っ
て
、
ル
タ
ー
が
聖
書
を
「
無
誤
謬
的
」
な
も
の
と
し
て
扱
っ
た
こ
と
は
、
重
大
な
問
題
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
び
ゆ
う
ロ

…
…
然
る
に
ル
ー
テ
ル
は
無
誤
謬
的
教
会
を
驚
さ
ん
と
欲
し
て
無
誤
謬
的
聖
書
を
以
て
之
に
当
つ
た
の
で
あ
る
、
而
し
て
聖
書
は
教

　
　
　
　
　
　
は
る
　

会よ
り
も
遥
か
に
大
な
る
信
仰
的
権
威
で
あ
る
が
故
に
、
ル
ー
テ
ル
の
攻
撃
は
其
功
を
奏
し
て
羅
馬
教
会
は
之
に
由
り
て
致
命
傷
に
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
り

し
き
重
傷
を
負
ふ
た
の
で
あ
る
、
然
し
乍
ら
聖
書
果
し
て
無
誤
謬
な
る
乎
、
是
れ
未
だ
解
決
さ
れ
ざ
る
問
題
で
あ
る
、
…
…

　こ
こ
で
内
村
は
聖
書
の
「
無
誤
謬
性
」
か
ら
、
ル
タ
ー
に
よ
る
聖
書
解
釈
の
問
題
点
へ
と
話
を
進
め
て
い
く
。
内
村
曰
く
、
問
題
は
ル

タ
ー
自
身
が
、
聖
書
に
関
す
る
価
値
判
断
を
し
て
い
る
、
軽
重
を
つ
け
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
コ
プ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
　
ら

…
…
ル
ー
テ
ル
彼
自
身
が
聖
書
に
誤
謬
の
あ
る
こ
と
を
認
め
た
の
で
あ
る
、
彼
が
雅
各
書
を
称
し
て
「
禾
稿
の
書
簡
」
な
り
と
云
ひ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ユ
　
　
　
　
　
ロ
マ
　
　
　
　
　
　
ガ
ラ
テ
ヤ
ね

は
其
一
例
で
あ
る
、
彼
の
見
る
所
に
依
れ
ば
信
仰
の
功
徳
を
讃
へ
し
羅
馬
書
と
加
拉
太
書
と
は
「
金
の
書
簡
」
、
之
に
次
い
で
銀
の
書
簡
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
こ
な
ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
　
ら

宝
石
の

書
簡あ
り
、
而
し
て
行
為
の
功
徳
を
唱
へ
し
雅
各
書
は
之
を
価
値
な
き
「
禾
稿
の
書
簡
」
と
称
し
て
可
な
り
と
の
事
で
あ
つ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
き
へ
ん
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
は
ば
か
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
ガ
　

（コ
リ
ン
ト
前
三
章
十
二
節
）
、
其
他
ヨ
ナ
書
に
就
て
、
ヨ
ブ
記
に
就
て
ル
ー
テ
ル
は
殿
既
的
批
評
を
下
し
て
渾
ら
な
か
つ
た
、
…
…

宗
教
改
革
四

〇
〇年
と
内
村
鑑
三
の
ル
タ
ー
受
容
（
岩
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一



五
二

　
ルタ
ー
本
人
が
、
聖
書
に
収
録
さ
れ
た
文
書
の
う
ち
、
あ
る
も
の
に
対
し
て
は
相
対
的
に
低
い
評
価
を
し
て
い
る
。
そ
の
ル
タ
ー
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
は
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
が
け

聖
書を
用
い
て
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
と
戦
っ
た
こ
と
を
、
内
村
は
「
教
会
の
鵬
絆
を
免
が
れ
ん
が
た
め
に
彼
は
聖
書
に
拠
つ
た
」
と
し
、
「
戦

　
　
　
　
　
　
　
た
く
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
タ

術
と
し
て
は
確
に
巧
な
る
者
で
あ
つ
た
」
と
一
定
の
理
解
を
示
し
た
う
え
で
、
問
題
点
の
指
摘
へ
と
移
っ
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
た
だ
ロ

…
…
比
較
的
真
理
は
絶
対
的
真
理
の
代
用
を
為
さ
な
い
の
で
あ
る
、
「
拝
す
べ
き
者
は
一
な
り
唯
神
の
み
」
で
あ
る
、
其
如
く
「
絶
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
え
ど
　

的
真
理は
一
な
り
唯
神
の
み
」
で
あ
る
、
聖
書
貴
し
と
錐
も
神
で
は
な
い
、
聖
書
を
絶
対
的
真
理
と
見
て
弦
に
偶
像
崇
拝
の
一
種
な
る

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　

聖
書
崇
拝

（
b
d
博
び
目
〇
一
9
け
O
「
団
）
が
起
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

　こ
こ
で
内
村
が
、
聖
書
を
「
比
較
的
真
理
」
、
相
対
的
な
真
理
と
述
べ
て
い
る
こ
と
は
非
常
に
興
味
深
い
こ
と
で
あ
る
。
「
聖
書
崇
拝
」
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
し
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
す
な
わ
ロ

関
す
る
内
村
の
指
摘
は
的
確
で
鋭
い
。
内
村
は
「
而
し
て
ル
ー
テ
ル
に
由
て
此
偶
像
崇
拝
が
始
ま
つ
た
の
で
あ
る
、
即
ち
聖
書
崇
拝
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
ち
き
た

始ま
つ
た
の
で
あ
る
」
と
い
い
、
「
す
べ
て
の
偶
像
崇
拝
が
多
く
の
恐
る
べ
き
虫
呈
癬
を
持
来
す
が
如
く
に
聖
書
崇
拝
も
亦
多
く
の
恐
る
べ
き

　
　
　
　
　
　
お
ソ

害
毒を
流
し
た
」
と
続
け
る
。
で
は
そ
の
害
毒
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
ま
ロ

…
…
先
づ
第
一
に
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
が
四
分
五
裂
し
た
の
で
あ
る
、
第
一
に
カ
ル
ビ
ン
派
と
ル
ー
テ
ル
派
と
が
起
つ
た
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
ち
わ
げ
ん
く
わ

る
、
又
ル
ー
テ
ル
派
の
中
よ
り
フ
ィ
リ
ッ
プ
派
（
メ
ラ
ン
ク
ト
ン
派
）
が
出
て
内
輪
喧
嘩
を
始
め
た
の
で
あ
る
、
而
し
て
分
離
は
分
離

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に

次ぎ
、
宗
派
は
宗
派
よ
り
出
て
、
底
止
す
る
所
を
知
ら
な
い
の
で
あ
る
、
而
し
て
各
宗
派
敦
れ
も
其
根
拠
を
聖
書
に
置
い
た
の
で
あ

△　
　
　
（
5
3
》

る
、
…
…



　
宗
教
改革
に
よ
り
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
派
教
会
が
う
ま
れ
、
次
々
と
分
裂
を
重
ね
て
い
く
。
そ
の
な
か
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
、
ル
タ
ー
が

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
対
し
て
し
た
よ
う
に
、
聖
書
を
根
拠
に
自
ら
の
正
当
性
を
主
張
す
る
。
自
ら
の
正
当
性
を
主
張
す
る
の
に
聖
書
を
用

い
る
だ
け
で
あ
れ
ば
ま
だ
よ
い
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
相
手
を
、
あ
る
い
は
他
教
派
を
批
判
す
る
た
め
に
も
聖
書
が
用
い
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
内
村
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
あ
た
つ
ロ

…
…
ソ
シ
ナ
ス
（
引
用
者
註
　
三
位
一
体
論
を
否
定
す
る
ソ
ッ
ツ
ィ
ー
二
派
を
指
す
）
が
キ
リ
ス
ト
非
神
性
を
唱
ふ
る
に
方
て
も
聖
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

に

拠
て唱
へ
た
の
で
あ
る
、
実
に
聖
書
の
言
に
拠
て
如
何
な
る
神
学
説
を
も
唱
ふ
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
、
誤
謬
な
き
聖
書
あ
り

而し
て
信
者
は
何
人
も
各
自
の
判
断
に
従
ひ
之
を
解
釈
す
る
の
権
利
を
有
す
と
云
ひ
て
何
人
も
教
派
を
立
つ
る
を
得
べ
く
、
又
何
人
も

法
王た
り
監
督
た
り
得
る
の
で
あ
る
、
弦
に
於
て
か
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
内
に
激
烈
な
る
宗
派
戦
が
始
つ
た
の
で
あ
る
、
而
し
て
其
戦

争は
四
百
年
後
の
今
日
狸
ほ
止
ま
な
い
の
で
あ
る
、
今
や
新
教
内
に
茄
酔
存
知
ゆ
蜘
漁
あ
り
て
各
自
聖
書
に
拠
り
て
齢
醜
を
謙
へ
他
を

し
り
ぞ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
り

既け
つ
〉
あ
る
の
で
あ
る
、
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
い
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
こ
と

…
…
而
し
て
注
意
す
べ
き
は
是
等
多
数
の
新
教
々
派
が
何
れ
も
「
我
れ
こ
そ
は
聖
書
の
正
当
の
解
釈
に
由
る
キ
リ
ス
ト
の
真
の
教
会
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
な
ら
ロ

り
」
と
唱
ふ
る
こ
と
で
あ
る
、
其
点
に
於
て
彼
等
各
自
が
ル
ー
テ
ル
に
傲
ひ
聖
書
に
拠
て
立
つ
の
で
あ
る
、
…
…
聖
書
に
拠
る
と
云
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
こ
と
　
ふ
し
ぎ
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
　

一事
に
於
て
は
新
教
六
百
有
余
派
は
其
主
張
を
一
に
す
る
の
で
あ
る
、
是
れ
実
に
奇
異
な
る
現
象
で
あ
る
。

　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
「
聖
書
の
言
に
拠
て
如
何
な
る
神
学
説
を
も
唱
ふ
る
こ
と
が
出
来
る
」
と
は
刺
激
的
な
表
現
で
あ
る
が
、
続
く
「
信
者
は
何
人
も
各
自
の

判断
に
従
ひ
之
を
解
釈
す
る
の
権
利
を
有
す
」
と
い
う
内
容
を
示
す
も
の
で
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
解
釈
の
権
利
に
関
す
る
自
由
を

宗
教
改
革
四

〇
〇年
と
内
村
鑑
三
の
ル
タ
ー
受
容
（
岩
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三



五
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ひ
よ
う
ぽ
う
ロ

他人
、
他
教
派
に
も
認
め
る
か
ど
う
か
、
が
大
き
な
問
題
と
な
る
。
「
ル
ー
テ
ル
と
カ
ル
ビ
ン
と
は
自
由
を
標
榜
し
て
起
つ
た
、
然
れ
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
め
ね

も
彼
等
は
自
分
に
求
め
し
自
由
を
他
に
施
し
得
な
か
つ
た
、
彼
等
は
聖
書
を
以
て
自
分
の
自
由
を
獲
て
同
じ
聖
書
を
以
て
他
人
を
縛
つ
た
」

と
内
村
は
批
判
す
る
。
カ
ル
ヴ
ァ
ン
は
セ
ル
ヴ
ェ
ト
ス
の
焚
刑
を
是
認
し
た
。
ル
タ
ー
は
「
ア
ナ
バ
プ
テ
ス
ト
」
の
あ
る
者
が
反
乱
を
起

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
む

こ
し
た
際
は
「
貴
族
の
味
方
と
な
り
て
残
忍
を
極
め
た
る
鎮
圧
法
を
是
認
」
し
、
メ
ラ
ン
ヒ
ト
ン
は
幼
児
洗
礼
に
関
し
て
見
解
の
異
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
　

「ク
ラ
ウ
ツ
、
モ
ル
レ
ル
、
パ
イ
ス
ケ
ル
な
る
三
人
の
平
信
徒
」
を
異
端
と
認
め
、
彼
ら
は
そ
の
結
果
処
刑
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
内
村

は
記
し
て
い
る
。

　こ
の
よ
う
な
、
信
仰
理
解
の
違
い
か
ら
相
互
を
否
定
し
あ
う
よ
う
な
例
が
宗
教
改
革
四
百
年
を
経
過
し
た
二
十
世
紀
に
お
い
て
も
な
く

な
っ
て
い
な
い
こ
と
を
内
村
は
嘆
い
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
お
　

　
而し
て
此
憎
む
べ
き
精
神
は
今
猶
絶
え
な
い
の
で
あ
る
、
今
日
の
新
教
徒
は
カ
ル
ビ
ン
、
ル
ー
テ
ル
の
遺
伝
を
受
け
て
今
猶
相
互

　
ロ
は
い
せ
い
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
か
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
か
　
　
　
　
お
も

を
排
槽
し
て
止
ま
な
い
の
で
あ
る
、
彼
等
は
疇
昔
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
如
く
に
聖
書
に
拠
り
て
相
互
を
殺
し
て
神
に
事
ふ
る
と
意
ふ
の
で
あ

る
（
ヨ
ハ
ネ
伝
十
六
章
二
）
、
世
に
冷
た
き
所
と
て
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
の
如
き
は
な
い
の
で
あ
る
、
此
所
に
信
仰
は
有
つ
て
も
愛
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
り
ぞ
　

な
い
、
聖
書
は
読
ま
れ
て
も
兄
弟
は
愛
さ
れ
な
い
、
ル
ー
テ
ル
の
徒
は
カ
ル
ビ
ン
の
徒
を
斥
け
、
ウ
ェ
ス
レ
ー
の
徒
は
ノ
ッ
ク
ス
の
徒

　あ
ざ
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
い
ば
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
リ

を
嘲
り
、
外
面
に
共
同
一
致
を
唱
へ
て
内
部
に
嫉
妬
の
刃
を
懐
く
、
…
…

　
こ
の
部
分
に
続
け
て
内
村
が
、
こ
れ
ら
の
教
派
教
会
が
抱
く
他
教
派
に
対
す
る
否
定
的
な
感
情
は
「
外
国
宣
教
師
、
殊
に
英
米
宣
教
師
」

に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
だ
、
と
記
し
て
い
る
こ
と
は
印
象
的
で
あ
る
。
あ
る
意
味
で
は
内
村
自
身
も
ま
た
、
「
外
国
宣
教
師
」
と
い
う



ひと
く
く
り
で
、
彼
ら
を
否
定
的
に
捉
え
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
内
村
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
自
分
の
正
当
性
を
主
張
す
る
た
め
に
彼
ら

を
批
判
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
や
り
方
に
問
題
が
あ
る
か
ら
だ
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
宣
教
師
に
言
及
せ

ずと
も
論
旨
は
通
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

…
…
而
し
て
此
憎
む
べ
き
精
神
は
外
国
宣
教
師
、
殊
に
英
米
宣
教
師
に
由
つ
て
我
等
日
本
人
の
間
に
伝
へ
ら
れ
た
の
で
あ
る
、
カ
ル
ビ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ひ
は
ら

ン

が
セ

ル
ベー
ト
ス
を
焼
き
、
ル
ー
テ
ル
教
徒
が
カ
ル
ビ
ン
教
徒
を
逐
擁
ひ
し
精
神
は
是
等
宣
教
師
に
由
て
日
本
の
基
督
信
者
に
伝
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ら
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
き
つ

ら
れ
、
日
本
に
於
て
も
亦
新
教
徒
は
彼
等
の
欧
米
の
教
師
に
傲
ひ
、
相
互
の
鼻
先
に
聖
書
を
突
附
け
な
が
ら
彼
の
異
端
を
責
め
て
我
が

正
教を
誇
り
つ
〉
あ
る
の
で
あ
る
、
…
…
極
東
の
日
本
に
於
て
も
新
教
宣
教
師
の
感
化
を
受
け
て
幾
多
の
小
法
王
が
其
小
な
る
基
督
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
り

界
に
起
り
つ
〉
あ
る
の
で
あ
る
。

　し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
問
題
が
起
こ
る
の
は
、
聖
書
に
「
誤
謬
」
が
あ
る
か
ら
な
の
で
あ
ろ
う
か
？
　
内
村
は
「
然
れ
ど
も
是
れ
勿
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
む

聖
書
の罪
で
は
な
い
、
聖
書
濫
用
の
罪
で
あ
る
、
而
し
て
聖
書
は
明
か
に
其
濫
用
を
警
め
て
居
る
」
と
述
べ
る
。
パ
ウ
ロ
を
引
用
し
、
内

村
は
次
の
よ
う
に
主
張
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
か

　
文
字
の旧
き
に
由
ら
ず
霊
の
新
し
き
に
由
り
て
事
ふ
（
ロ
マ
書
七
章
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
か

　
文
字
に事
ふ
る
に
非
ず
霊
に
事
ふ
る
也
、
そ
は
文
字
は
殺
し
霊
は
生
せ
ば
也
（
コ
リ
ン
ト
後
三
章
六
）

文字
に
由
り
て
聖
書
の
文
字
た
り
と
錐
も
人
を
殺
す
の
で
あ
る
、
ル
ー
テ
ル
と
カ
ル
ビ
ン
と
メ
ラ
ン
ク
ト
ン
と
、
其
他
彼
等
に
後
従

宗
教
改
革
四
〇
〇年
と
内
村
鑑
三
の
ル
タ
ー
受
容
（
岩
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五



五
六

せし
新
教
の
神
学
者
等
は
聖
書
の
文
字
に
事
へ
て
相
互
を
殺
し
た
の
で
あ
る
、
活
か
す
た
め
の
聖
書
は
権
威
を
其
文
字
に
置
か
れ
て
殺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
り

す
ため
の
道
具
と
化
し
た
の
で
あ
る
。

　そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
聖
書
を
根
拠
に
自
己
を
正
当
化
し
、
立
場
の
異
な
る
他
者
を
否
定
す
る
と
い
う
問
題
は
、
い
か
に
解
決
さ

れる
の
で
あ
ろ
う
か
。
内
村
は
、
カ
ル
ヴ
ァ
ン
や
ル
タ
ー
で
は
な
く
、
キ
リ
ス
ト
に
倣
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
述
べ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
る
か
　
は
じ
め

…
…
我
等
は
ル
ー
テ
ル
、
カ
ル
ビ
ン
に
止
ま
る
べ
き
乎
、
是
れ
又
然
ら
ず
で
あ
る
、
我
等
は
彼
等
よ
り
も
遥
に
創
始
に
帰
り
て
パ
ウ
ロ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ

ヨ

ハネ
に
到
る
べ
き
で
あ
る
、
然
り
直
に
主
イ
エ
ス
キ
リ
ス
ト
に
到
る
べ
き
で
あ
る
、
我
等
は
ル
ー
テ
ル
に
微
ふ
て
は
足
り
な
い
、
キ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
リ

リ
ス
ト
に
傲
ふ
べ
き
で
あ
る
…
…

　そ
し
て
「
政
権
」
と
「
聖
書
」
の
二
つ
の
点
か
ら
、
内
村
は
以
下
の
よ
う
に
ル
タ
ー
の
宗
教
改
革
と
イ
エ
ス
の
運
動
と
を
比
較
し
て
い

る
。
ま
ず
政
権
、
政
治
的
な
権
力
と
の
関
係
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　
　
◎
◎
◎
◎
◎
⑥
◎
＠
◎
◎
⑨
◎
⑨
◎
◎
⑨
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
　
◎
◎
＠
◎
◎
＠
◎
＠
◎
◎
＠
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎

…
…
キ
リ
ス
ト
は
ル
ー
テ
ル
の
如
く
に
政
権
に
由
り
て
改
革
を
行
ひ
給
は
な
か
つ
た
、
キ
リ
ス
ト
は
政
権
の
棄
つ
る
所
と
な
り
て
十
字

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
り

架
に
釘
け
ら
れ
て
人
類
を
救
ひ
給
ふ
た
、
…
…

十
字
架刑
に
処
さ
れ
る
、
と
い
う
こ
の
世
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
失
敗
と
思
わ
れ
る
結
末
か
ら
、
復
活
を
通
し
救
い
主
と
し
て
す
べ
て
の



人間
の
罪
を
贋
う
の
が
キ
リ
ス
ト
で
あ
る
。
そ
の
点
で
、
内
村
は
、
ル
タ
ー
の
宗
教
改
革
が
成
功
し
た
こ
と
を
「
不
幸
」
と
い
っ
て
い
た

の

であ
る
。
そ
し
て
も
う
一
点
、
聖
書
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
お
き
て
　

…
…
キ
リ
ス
ト
は
亦
聖
書
を
重
じ
給
ひ
し
と
錐
も
其
文
字
に
囚
は
れ
給
は
な
か
つ
た
、
彼
は
能
く
律
法
と
預
言
者
と
の
精
神
を
解
し
給

ふ
て自
由
に
聖
書
を
解
釈
し
給
ふ
た
、
キ
リ
ス
ト
は
教
敵
に
対
し
て
親
切
で
あ
り
給
ふ
た
、
反
逆
者
ユ
ダ
を
さ
へ
救
は
ん
と
て
最
後
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
　
　
　
　
　
ム
　
　
　
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
り

で
努力
し
給
ふ
た
、
彼
は
喜
ん
で
異
教
徒
を
迎
へ
給
ふ
た
、
曾
て
一
回
も
信
仰
箇
条
の
故
を
以
て
人
を
責
め
給
は
な
か
つ
た
、

　キ
リ
ス
ト
は
聖
書
を
自
由
に
解
釈
し
な
が
ら
、
信
仰
理
解
の
異
な
る
「
教
敵
」
に
対
し
て
も
親
切
で
あ
っ
た
、
と
内
村
は
述
べ
る
。
と

は
い
え
福
音
書
に
記
さ
れ
た
イ
エ
ス
は
、
フ
ァ
リ
サ
イ
派
や
律
法
学
者
た
ち
に
対
し
て
、
辛
辣
な
こ
と
ば
を
投
げ
か
け
る
こ
と
も
あ
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
内
村
の
い
う
よ
う
に
、
「
信
仰
箇
条
」
を
制
定
し
、
そ
こ
か
ら
外
れ
る
か
ど
う
か
で
他
人
を
裁
く
よ
う
な
こ
と
は

し
て
い
な
い
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
敵
に
も
親
切
で
あ
り
、
異
教
徒
を
喜
ん
で
迎
え
る
よ
う
な
イ
エ
ス
の
あ
り
方
を
、
内
村
は

信仰
に
よ
っ
て
の
み
救
わ
れ
る
と
い
う
信
仰
と
結
び
付
け
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
き
て
　
お
こ
な
ひ
　
ハ
よ
ら
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人
の

義と
せ
ら
る
〉
は
律
法
の
行
為
に
由
ず
信
仰
に
由
る
、
其
事
は
事
実
で
あ
り
、
又
真
理
で
あ
る
、
然
し
乍
ら
其
信
仰
た
る
愛
に

　

　
　

　
　

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

由
り
て
働
く
所
の
信
仰
た
る
を
要
す
る
の
で
あ
る
（
加
拉
太
書
五
章
六
節
）
、
…
…

「愛
に
由
り
て
働
く
」
こ
と
が
行
為
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
行
為
義
認
の
立
場
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
内

宗
教
改
革
四

〇
〇年
と
内
村
鑑
三
の
ル
タ
ー
受
容
（
岩
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
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村
は
こ
こ
で
、
信
仰
義
認
に
お
け
る
信
仰
と
は
何
な
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
踏
み
込
ん
で
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
単
独
の
人

間
と
、
神
と
の
間
の
閉
ざ
さ
れ
た
関
係
に
お
け
る
信
仰
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
内
村
は
、
神
の
性
質
か
ら
、
こ
の
問
題
を

解
き
明
か
そ
う
と
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
が
ヨ

…
…
第
十
六
世
紀
の
改
革
者
等
は
信
仰
よ
り
愛
を
引
抜
い
て
大
に
誤
り
た
る
の
で
あ
る
、
信
仰
丈
け
で
は
神
は
解
ら
な
い
、
　
随
て
愛

を
抜
去
り
た
る
信
仰
は
人
を
神
の
前
に
義
と
す
る
に
足
り
な
い
、
カ
ル
ビ
ン
の
徒
と
ル
ー
テ
ル
の
徒
と
は
聖
書
の
文
字
に
由
り
て
神
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
や
ま
り
　
た
ゴ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
ハ
ネ
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
わ
　

知ら
ん
と
欲
し
て
大
に
誤
り
た
る
の
で
あ
る
、
而
し
て
其
誤
謬
を
正
す
者
が
又
聖
書
其
物
で
あ
る
、
約
翰
第
一
書
四
章
七
、
八
節
に
曰

く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
つ
ロ

　
愛す
る
者
よ
我
ら
互
に
相
愛
す
べ
し
、
そ
は
愛
は
神
よ
り
出
れ
ば
也
、
凡
そ
愛
す
る
者
は
神
に
由
り
て
生
ま
れ
、
且
神
を
知
る
な
り
、

　
愛な
き
者
は
神
を
知
ら
ず
、
神
は
即
ち
愛
な
れ
ば
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
し
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
け

と
、
…
…
聖
書
を
研
究
し
た
丈
け
で
は
神
は
解
ら
な
い
、
其
教
示
に
従
ひ
人
を
愛
し
て
始
め
て
神
が
解
る
の
で
あ
る
、
…
…

　
宗
教
改
革
者
た
ち
が
曲
ハ
拠
と
し
、
あ
る
い
は
絶
対
化
す
る
聖
書
に
、
神
は
愛
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
愛
な
き
者
は
神
を
知
ら
ず
、

と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
神
へ
の
信
仰
が
、
人
を
実
際
に
愛
す
る
こ
と
と
切
り
離
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
内

村
は
訴
え
る
。

　そ
し
て
内
村
は
宗
教
改
革
四
〇
〇
周
年
の
年
に
な
さ
れ
た
こ
の
講
演
を
、
「
第
二
の
宗
教
改
革
」
を
提
示
し
て
終
わ
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、

　
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
ワ
　
　
　
　
ワ
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　

「
信
仰を
経
過
し
て
然
る
後
に
愛
に
到
達
せ
る
改
革
」
で
あ
る
と
い
う
。
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弦
に

於
て

か
我
等は
第
二
の
宗
教
改
革
を
要
す
る
の
で
あ
る
、
ル
ー
テ
ル
の
行
ひ
し
以
上
の
改
革
を
要
す
る
の
で
あ
る
、
信
仰
の
上

O
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O
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O
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O

に

愛を
加
ふ
る
改
革
を
要
す
る
の
で
あ
る
、
加
拉
太
書
な
ら
で
約
翰
書
に
由
る
改
革
を
要
す
る
の
で
あ
る
。
勿
論
信
仰
抜
き
の
改
革
で

O
　
O
　
O
　
　
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
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O
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O
　
O
　
O
　
O
　
O

は

な
い
、
信
仰
を
経
過
し
て
然
る
後
に
愛
に
到
達
せ
る
改
革
で
あ
る
、
ル
ー
テ
ル
の
改
革
を
改
革
す
る
改
革
で
あ
る
、
我
等
は
ル
ー
テ

　
　
む
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　

ル
以
上
の

改
革者
た
る
べ
き
で
あ
る
、
而
し
て
神
は
斯
か
る
改
革
を
我
等
日
本
の
基
督
信
者
の
中
よ
り
要
求
し
給
ふ
の
で
は
あ
る
ま

　
あ
　い乎

。
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　こ
こ
で
内
村
が
「
日
本
の
基
督
信
者
」
に
言
及
す
る
意
味
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
一
九
一
七
年
、
第
一
次
世
界
大
戦
中
で
あ
る
と
い
う
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
宗
教
改
革
に
端
を
発
す
る
教
派
教
会
が
、
欧
米
の
宣
教
師
に
よ
り
日
本
へ
と
伝
え
ら
れ
た
こ
と
に

対
す
る
内
村
の
反
発
心
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
「
政
権
」
と
の
関
わ
り
で
は
、
愛
国
心
に
訴
え
た
ル
タ
ー
の
や
り
方
を
批
判
し
た
内
村
が
、
こ

こ
で
日
本
の
読
者
、
聴
衆
の
愛
国
心
を
く
す
ぐ
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
内
村
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
対
す
る
距
離
感
が

実
に

複
雑な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
現
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　こ
う
し
て
内
村
は
、
ル
タ
ー
と
そ
の
宗
教
改
革
と
を
受
け
と
め
、
さ
ら
に
そ
の
問
題
点
を
乗
り
越
え
る
た
め
の
指
針
を
示
し
、
そ
れ
を

神
が
日
本
の
無
教
会
主
義
キ
リ
ス
ト
者
に
要
求
す
る
課
題
で
あ
る
と
述
べ
た
の
で
あ
る
。

．

お
わり
に

内
村
鑑
三
が
、
宗
教
改
革
四
〇
〇
年
を
通
し
て
訴
え
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
は
何
で
あ
っ
た
か
。

宗
教
改
革
四

〇
〇年
と
内
村
鑑
三
の
ル
タ
ー
受
容
（
岩
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九



六
〇

　こ
こ
ま
で
で
も
見
て
き
た
よ
う
に
、
内
村
は
ル
タ
ー
の
功
績
を
「
信
仰
に
よ
っ
て
の
み
救
わ
れ
る
」
と
い
う
信
仰
義
認
を
明
ら
か
に
示

し
た
こ
と
、
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
功
績
に
関
わ
ら
ず
信
仰
の
み
に
よ
り
人
間
を
救
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
平
等
で
あ
り
、
平

民的
な
発
想
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
外
的
な
権
威
に
囚
わ
れ
な
い
自
由
な
精
神
性
を
人
間
に
与
え
る
。
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
救
済
を
与
え
る

こ
と
と
引
き
換
え
に
人
間
を
支
配
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
信
仰
に
よ
り
神
と
直
接
関
係
を
む
す
ぶ
こ
と
で
、
人
間
は
そ
こ
か
ら
解
放
さ

れる
の
で
あ
る
。
同
時
に
内
村
は
、
内
的
・
霊
的
な
革
新
こ
そ
が
現
実
的
な
改
革
を
も
た
ら
す
こ
と
を
、
日
本
の
状
況
を
念
頭
に
お
き
強

調し
て
い
る
。
宗
教
改
革
が
近
代
の
は
じ
ま
り
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
自
ら
考
え
行
動
す
る
自
由
な
個
人
の
あ
り
方
を
示
し
た
点
に

あ
る
。
い
く
ら
近
代
的
な
制
度
を
整
え
よ
う
と
も
、
自
由
な
精
神
が
な
け
れ
ば
、
ほ
ん
と
う
に
社
会
が
変
わ
る
こ
と
は
な
い
と
内
村
は
考

え
る
の
で
あ
る
。
国
家
と
い
う
枠
組
み
か
ら
考
え
れ
ば
、
国
家
が
発
展
す
る
か
そ
う
で
な
い
か
は
、
自
由
な
個
人
と
し
て
の
国
民
の
精
神

性
、
宗
教
性
に
左
右
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
で
、
一
五
一
七
年
の
宗
教
改
革
は
重
要
な
で
き
ご
と
で
あ
っ
た
。

　
一
方
内
村
は
、
ル
タ
ー
や
続
く
宗
教
改
革
者
た
ち
が
自
分
た
ち
の
要
求
し
た
よ
う
な
自
由
、
と
く
に
聖
書
を
解
釈
す
る
自
由
を
他
者
に

認め
ず
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
と
お
な
じ
よ
う
に
聖
書
を
用
い
て
自
分
た
ち
を
正
当
化
し
、
政
治
権
力
と
結
び
つ
い
た
形
で
他
者
を
具
体
的

に抑
圧
し
た
こ
と
、
そ
れ
が
最
終
的
に
は
宗
教
戦
争
へ
と
至
っ
た
こ
と
を
厳
し
く
批
判
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
点
で
、
宗
教
改
革
に
は
乗

り
越
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
面
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
日
本
の
キ
リ
ス
ト
者
に
と
っ
て
の
課
題
な
の
で
あ
る
。

　柴
田
真
希
都
は
、
『
近
代
知
識
人
と
し
て
の
内
村
鑑
三
』
に
お
い
て
、
内
村
の
伝
記
作
家
と
し
て
の
側
面
に
注
目
し
、
「
内
村
が
各
種
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
り

偉
人
論と
い
う
点
で
も
需
要
の
あ
る
作
家
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
」
「
独
特
の
魅
力
あ
る
聖
書
研
究
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
り

加え
て
、
歴
史
上
の
人
物
を
興
味
深
く
語
る
こ
と
の
で
き
る
作
家
と
い
う
点
で
も
、
内
村
の
公
的
役
割
は
認
め
ら
れ
て
い
た
よ
う
だ
」
と

記し
て
い
る
。
柴
田
に
よ
れ
ば
、
内
村
の
人
物
論
は
「
取
り
上
げ
る
対
象
に
最
大
級
の
評
価
が
与
え
ら
れ
る
人
物
講
」
で
あ
り
、
た
だ
し



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

「
内
村
が
そ
の
都
度
取
り
上
げ
る
人
物
に
最
大
限
の
評
価
を
呈
し
て
い
る
時
は
、
そ
の
文
脈
と
評
価
点
に
注
意
し
て
読
む
必
要
が
あ
る
」
。

た
と
え
ば
、
「
コ
ロ
ン
ブ
ス
な
ら
コ
ロ
ン
ブ
ス
に
、
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
な
ら
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
に
、
そ
れ
ぞ
れ
最
大
の
評
価
が
与
え
ら
れ
る
文
脈

が
設定
さ
れ
て
い
る
上
で
の
叙
述
な
の
で
あ
る
。
逆
に
そ
れ
以
外
の
と
こ
ろ
で
は
コ
ロ
ン
ブ
ス
も
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
も
し
っ
か
り
相
対
化
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
り

れ
て

おり
、
時
に
厳
し
く
批
判
さ
れ
も
す
る
こ
と
に
な
る
」
。
こ
の
指
摘
は
、
本
論
で
確
認
す
る
内
村
に
よ
る
ル
タ
ー
に
つ
い
て
の
評
価
に

つ
い
ても
、
あ
て
は
ま
る
も
の
で
あ
る
。
柴
田
は
、
「
内
村
が
基
本
的
に
は
、
読
者
の
人
格
の
陶
冶
に
資
す
る
た
め
に
人
物
論
を
書
こ
う
と

　
ハ
む

し
た
」
こ
と
が
、
こ
の
よ
う
な
書
き
方
に
な
る
理
由
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
自
由
な
個
人
の
あ
り
方
が
生
か
さ
れ
る
よ
う
な
近
代
化
を

理
想と
す
る
内
村
に
と
っ
て
、
ル
タ
ー
の
宗
教
改
革
は
そ
の
端
緒
と
し
て
重
要
な
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
こ
に
は
批
判
さ
れ
る
べ
き

面も
あ
っ
た
。
日
本
社
会
の
一
般
市
民
に
何
を
訴
え
る
か
、
内
村
の
無
教
会
主
義
キ
リ
ス
ト
教
に
共
感
す
る
日
本
の
キ
リ
ス
ト
者
に
何
を

訴え
る
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
の
ル
タ
ー
評
価
・
ル
タ
ー
批
判
が
あ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　ま
た
併
せ
て
、
こ
こ
で
の
内
村
に
よ
る
ル
タ
ー
評
価
、
ル
タ
ー
批
判
の
両
方
が
、
無
教
会
主
義
キ
リ
ス
ト
教
の
弁
証
に
な
っ
て
い
る
こ

と
に
も
注
意
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
内
村
は
宗
教
改
革
か
ら
う
ま
れ
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
の
基
本
的
な
立
場
、
す
な
わ
ち
「
信
仰
の
み
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
な

「聖
書
の
み
」
「
全
信
徒
司
祭
」
に
関
し
て
は
賛
同
し
つ
つ
、
教
派
主
義
、
自
教
派
中
心
主
義
に
つ
い
て
は
批
判
し
て
い
る
。
教
会
が
あ
る

から
相
互
に
敵
意
を
抱
く
の
で
あ
り
、
無
教
会
で
あ
れ
ば
そ
の
よ
う
な
こ
と
に
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
の
が
、
内
村
に
よ
る
無
教
会
主
義

　
　
　
　
　
　
　
ハ
ぬ

であ
る
こ
と
の
弁
明
な
の
で
あ
る
。
個
人
と
し
て
の
ル
タ
ー
の
信
仰
を
評
価
し
、
信
仰
の
自
由
を
重
ん
ず
る
内
村
は
、
無
教
会
と
は
そ
の

よ
う
な
自
由
な
個
人
と
し
て
の
信
仰
者
の
あ
つ
ま
り
で
あ
る
と
主
張
し
た
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　内
村
も
、
内
村
が
批
判
す
る
教
派
教
会
も
、
同
じ
聖
書
を
用
い
て
い
る
。
聖
書
崇
拝
、
あ
る
い
は
聖
書
を
恣
意
的
に
用
い
た
自
己
正
当

化
に
な
っ
て
い
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
、
内
村
に
よ
る
批
判
は
、
そ
の
ま
ま
内
村
自
身
に
対
し
て
も
あ
て
は
ま
り
得
る
こ
と
に

宗
教
改革
四
〇
〇
年
と
内
村
鑑
三
の
ル
タ
ー
受
容
（
岩
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一



六
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
7
）

な
る
。
事
実
内
村
は
、
救
済
理
解
の
違
い
を
理
由
に
、
弟
子
の
ひ
と
り
で
あ
る
藤
井
武
を
「
出
入
り
禁
止
」
に
し
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

藤井
、
内
村
双
方
が
祈
り
の
な
か
で
相
互
理
解
に
つ
と
め
た
こ
と
も
あ
り
こ
の
関
係
は
元
通
り
の
も
の
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の

事
実は
無
教
会
主
義
の
内
側
に
あ
っ
て
も
、
相
互
の
自
由
な
信
仰
理
解
を
承
認
し
合
う
こ
と
に
難
し
さ
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い

え
る
だ
ろ
う
。
内
村
が
求
め
た
第
二
の
宗
教
改
革
は
、
無
教
会
主
義
に
対
し
て
も
求
め
ら
れ
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
無
教
会
主
義
を
さ
ら

に

改
革す
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
無
・
無
教
会
の
よ
う
な
、
個
人
で
あ
る
こ
と
を
重
視
す
る
こ
と
に
な
る
か
、
あ
る
い
は
教
会
の
よ
う
な

あ
り
方
と
の
問
で
弁
証
法
的
に
止
揚
さ
れ
る
も
の
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
考
の
価
値
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
註

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

動向
、
キ
リ
ス
ト
教
界
の
協
力
組
織
と
そ
の
伝
道
活
動
、
教
会
と

（1
）
大
内
三
郎
は
、
一
九
〇
九
年
の
「
開
教
五
十
年
記
念
祝
典
」
か
ら
、
　
　
　
　
社
会
、
キ
リ
ス
ト
教
系
諸
学
校
の
動
向
、
と
な
っ
て
お
り
、
や
は
り

　　
一
九
二
年
の
日
本
基
督
教
会
同
盟
結
成
、
一
九
一
四
年
か
ら
一
八
　
　
　
　
一
九
一
七
年
の
宗
教
改
革
四
〇
〇
年
に
つ
い
て
は
特
に
記
さ
れ
て
い

　
年
ま
で
の
全
国
協
同
伝
道
、
あ
る
い
は
一
九
＝
一
年
の
三
教
会
同
な
　
　
　
　
な
い
。

　
　
ど
を
教
派
協
力
、
お
よ
び
総
体
と
し
て
の
日
本
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
　
　
　
（
3
）
　
佐
波
亘
『
植
村
正
久
と
其
の
時
代
』
第
二
巻
（
教
文
館
、
一
九
七

　
会
と
国
家
の
関
連
と
い
っ
た
点
か
ら
扱
っ
て
い
る
（
海
老
沢
・
大
内
　
　
　
　
六
復
刻
再
版
）
五
八
〇
1
五
九
三
頁
。

　
　
『
日
本
キ
リ
ス
ト
教
史
』
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
出
版
局
、
一
九
七
〇
、
　
　
　
（
4
）
　
鈴
木
範
久
『
内
村
鑑
三
日
録
九
㎞
（
教
文
館
、
一
九
九
六
）
、
三
五

　
　
四
五
三
－
四
八
一
頁
）
。
こ
の
な
か
で
、
特
に
一
九
一
七
年
宗
教
改
革
　
　
　
　
五
頁
。

　
　
四
〇
〇
年
に
つ
い
て
の
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
　
前
掲
書
。

（2
）
　
土
肥
昭
夫
は
『
日
本
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
・
キ
リ
ス
ト
教
史
』
の
な
　
　
　
（
6
）
前
掲
書
、
三
五
五
－
三
五
六
頁
。

　　
か
で
第
七
章
（
土
肥
『
日
本
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
・
キ
リ
ス
ト
教
史
』
　
　
　
（
7
）
　
前
掲
書
、
三
五
八
頁
。

　
　
新
教
出
版
社
、
一
九
八
〇
、
二
二
八
－
二
六
一
頁
）
を
あ
て
て
大
正
　
　
　
（
8
）
　
高
橋
・
日
永
『
ル
タ
ー
と
内
村
鑑
三
』
（
教
文
館
、
一
九
八
七
）
。

　
　
期
キ
リ
ス
ト
教
界
に
つ
い
て
扱
っ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
諸
教
派
　
　
　
（
9
）
　
野
々
瀬
浩
司
「
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ル
タ
ー
と
内
村
鑑
三
」
『
内
村
鑑
三



研究
』
第
四
九
号
（
教
文
館
、
二
〇
一
六
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）
　
ウ
ォ
ル
ム
ス
国
会
四
〇
〇
年
記
念
の
年
で
あ
る
。

　
ルタ
i
研
究
者
で
あ
る
野
々
瀬
に
よ
れ
ば
、
内
村
の
ル
タ
ー
観
は
　
　
（
1
1
）
　
『
内
村
鑑
三
全
集
　
二
三
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
二
、
以
下
、
『
全

「
研
究者
が
分
析
す
る
よ
う
な
客
観
的
な
理
解
と
は
異
な
り
、
乱
暴
な
　
　
　
　
集
』
と
表
記
）
四
七
四
頁
。

論
拠に
基
づ
い
た
、
や
や
独
断
的
で
荒
削
り
な
印
象
を
与
え
る
」
が
、
　
　
（
1
2
）
　
『
全
集
二
三
』
三
五
九
－
三
六
五
頁
に
収
録
。

「大筋
に
お
い
て
は
そ
の
本
質
を
捉
え
て
い
る
」
（
三
九
頁
）
。
ま
た
、
　
　
（
1
3
）
　
『
全
集
二
三
』
三
六
七
－
三
七
〇
頁
に
収
録
。

「内
村
の
中
で
ル
タ
ー
に
対
す
る
批
判
と
称
賛
と
が
微
妙
な
形
で
共
　
　
　
（
1
4
）
　
『
全
集
二
三
』
三
七
一
頁
に
収
録
。

存し
、
一
見
表
面
的
に
は
矛
盾
し
た
論
理
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
し
　
　
　
（
1
5
）
　
『
全
集
二
三
』
三
七
ニ
ー
三
七
三
頁
に
収
録
。

かも
、
信
仰
義
認
、
聖
書
中
心
主
義
、
文
明
の
進
歩
な
ど
に
見
ら
れ
　
　
（
1
6
）
　
『
全
集
二
三
』
三
七
三
－
三
七
四
頁
に
収
録
。

る
よ
う
に
、
ほ
ぼ
同
一
の
論
点
か
ら
肯
定
と
批
判
が
行
わ
れ
て
い
る
　
　
（
1
7
）
　
『
全
集
二
三
』
三
七
五
－
三
七
八
頁
に
収
録
。

こ
と
は
非
常
に
興
味
深
い
」
（
四
一
）
。
「
内
村
か
ら
見
れ
ば
、
プ
ロ
テ
　
　
　
（
1
8
）
　
内
村
「
ル
ー
テ
ル
の
為
に
弁
ず
」
『
全
集
二
三
』
三
五
九
頁
。

スタ
ン
ト
の
創
設
者
と
し
て
の
ル
タ
ー
の
思
想
と
行
動
は
、
そ
の
独
　
　
　
（
1
9
）
　
前
掲
書
。

創性
と
勇
敢
さ
に
お
い
て
人
類
の
残
し
た
最
も
輝
か
し
い
金
字
塔
の
　
　
（
2
0
）
　
前
掲
書
、
三
六
〇
頁
。

一
つ

であ
り
、
倣
う
べ
き
模
範
で
あ
っ
た
が
、
し
か
し
そ
れ
は
多
く
　
　
　
（
2
1
）
　
前
掲
書
、
三
六
一
頁
。

の点
で
不
徹
底
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
問
題
を
抱
え
た
不
十
分
な
も
の
　
　
　
（
2
2
）
　
前
掲
書
、
三
六
二
頁
。

であ
っ
た
」
（
同
）
。
内
村
が
こ
の
よ
う
に
ル
タ
ー
を
受
け
と
め
た
理
　
　
　
（
2
3
）
　
前
掲
書
。

由
と
し
て
、
野
々
瀬
が
次
の
よ
う
に
推
測
し
て
い
る
こ
と
は
非
常
に
　
　
　
（
2
4
）
　
前
掲
書
、
三
六
三
頁
。

示
唆的
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）
　
内
村
「
宗
教
改
革
の
精
神
」
『
全
集
二
三
』
三
八
一
頁
。

　
「
内
村
に
と
っ
て
ル
タ
ー
は
、
恐
ら
く
歴
史
的
な
人
物
の
中
で
最
も
　
　
　
（
2
6
）
前
掲
書
、
三
八
二
頁
。

自
分
に
類
似
し
た
性
格
を
持
っ
て
い
た
貴
重
な
存
在
の
一
人
で
あ
っ
　
　
　
（
2
7
）
前
掲
書
。

た

た
め
、
そ
の
心
の
奥
底
の
中
で
、
ル
タ
ー
へ
の
批
判
は
自
己
批
判
　
　
　
（
2
8
）
　
前
掲
書
、
三
八
四
頁
。

と
結
び
つ
き
、
ル
タ
ー
へ
の
称
賛
は
自
己
肯
定
に
繋
が
っ
て
い
る
。
　
　
　
（
2
9
）
　
前
掲
書
、
三
八
五
頁
。

こ
こ
で
表
れ
た
ル
タ
ー
観
は
、
あ
る
意
味
で
は
内
村
自
身
が
投
影
さ
　
　
　
（
3
0
）
　
前
掲
書
、
三
八
六
頁
。

れた
影
の
姿
な
の
か
も
し
れ
な
い
」
（
同
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）
　
前
掲
書
、
三
八
七
頁
。

宗
教
改
革
四

〇
〇年
と
内
村
鑑
三
の
ル
タ
ー
受
容
（
岩
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
三



六
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
こ

．

　　
（
3
2
）
　
内
村
「
ル
ー
テ
ル
の
遺
せ
し
害
毒
」
『
全
集
二
三
』
四
一
七
頁
。
　
　
　
（
5
3
）
　
前
掲
書
、
四
一
九
－
四
二
〇
頁
。

　
　　
（
3
3
）
　
前
掲
書
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
4
）
　
前
掲
書
、
四
二
〇
頁
。

　
　　
（
3
4
）
　
前
掲
書
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
5
）
　
前
掲
書
。

　
　　
（
3
5
）
　
前
掲
書
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
6
）
　
前
掲
書
。

　
　　
（
3
6
）
前
掲
書
、
四
一
七
ー
四
一
八
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
7
）
前
掲
書
、
四
二
一
頁
。
な
お
こ
の
こ
と
に
関
し
て
内
村
が
、
セ
ル

　
　　
（
3
7
）
前
掲
書
、
四
一
八
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヴ
ェ
ト
ス
の
処
刑
を
挙
げ
つ
つ
「
ル
ー
テ
ル
に
は
之
れ
ほ
ど
の
過
失

　
　　
（
3
8
）
　
前
掲
書
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
な
か
っ
た
」
と
し
た
う
え
で
、
「
然
れ
ど
も
之
に
類
す
る
者
は
あ
っ

　
　　
（
3
9
）
　
前
掲
書
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
カ
ル
ヴ
ァ
ン
の
ほ
う
が
ル

　
　　
（
4
0
）
　
前
掲
書
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ー
よ
り
厳
し
い
、
と
も
と
れ
る
表
現
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　　
（
4
1
）
　
前
掲
書
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
8
）
　
前
掲
書
。

　
　　
（
4
2
）
　
前
掲
書
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
9
）
　
前
掲
書
、
四
二
ニ
ー
四
二
三
頁
。

　
　　
（
4
3
）
　
前
掲
書
、
四
一
八
－
四
一
九
頁
。
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
0
）
　
前
掲
書
、
四
二
三
頁
。

　
　　
（
4
4
）
　
内
村
「
宗
教
座
談
　
聖
書
の
事
」
『
全
集
八
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
　
　
　
（
6
1
）
　
前
掲
書
。

　
　
　
　　
八
〇
）
、
一
三
七
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
2
）
　
前
掲
書
。

　
　　
（
4
5
）
　
内
村
「
聖
書
は
如
何
な
る
意
味
に
於
て
神
の
言
辞
な
る
耶
」
『
全
集
　
　
　
（
6
3
）
　
前
掲
書
、
四
二
三
－
四
二
四
頁
。

　
　
　
　　
一
〇
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
一
）
、
一
四
〇
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
4
）
　
前
掲
書
、
四
二
四
頁
。

　
　　
（
4
6
）
　
前
掲
「
ル
ー
テ
ル
の
遺
し
し
害
毒
」
四
一
九
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
5
）
　
前
掲
書
。

　
　　
（
4
7
）
　
前
掲
書
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
6
）
　
前
掲
書
。

　
　　
（
4
8
）
前
掲
書
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
7
）
　
前
掲
書
。

　
　　
（
4
9
）
前
掲
書
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
8
）
前
掲
書
、
四
二
五
頁
。

　
　　
（
5
0
）
　
前
掲
書
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
9
）
　
柴
田
真
希
都
『
近
代
知
識
人
と
し
て
の
内
村
鑑
三
』
（
み
す
ず
書
房
、

　
　　
（
5
1
）
　
甚
則
掲
書
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
一
六
）
、
　
一
〇
〇
頁
。

　
　　
（
5
2
）
　
前
掲
書
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
0
）
　
前
掲
書
。



（7
1
）
　
前
掲
書
、
一
〇
一
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
拙
著
『
無
教
会
と
し
て
の
教
会
』
（
教
文
館
、
二
〇
＝
二
）
第
三
章
を

（7
2
）
　
前
掲
書
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

（7
3
）
前
掲
書
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
7
）
　
こ
の
一
連
の
で
き
ご
と
に
つ
い
て
は
、
藤
井
の
「
臆
内
村
鑑
三
先

（7
4
）
　
前
掲
書
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
」
（
『
藤
井
武
全
集
第
十
巻
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
二
、
一
二
八
－
一

（7
5
）
　
熊
野
義
孝
は
、
「
内
村
の
教
会
批
判
は
無
教
会
主
義
者
で
な
く
て
も
　
　
　
　
四
〇
頁
）
、
ま
た
藤
井
「
代
順
を
信
ず
る
ま
で
」
（
同
、
三
＝
ニ
ー
三

　　
可
能
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
む
し
ろ
そ
の
方
が
効
果
的
で
あ
ろ
う
」
　
　
　
　
　
」
七
頁
）
に
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。

　　
（
『
熊
野
義
孝
全
集
　
第
一
二
巻
　
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
』
新
教
出
版

　
　
社
、
一
九
八
二
、
二
九
四
－
二
九
五
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
的
確
な

　
　
指
摘
で
あ
る
が
、
そ
う
で
あ
れ
ば
「
ル
ー
テ
ル
の
遺
し
た
害
毒
」
で

　
　
内
村
が
述
べ
た
よ
う
な
、
第
二
の
宗
教
改
革
の
よ
う
な
動
き
が
ど
の

　
　
程
度
教
派
教
会
の
な
か
で
起
こ
っ
た
か
、
起
こ
り
得
た
か
、
と
い
う

　　
こ
と
に
つ
い
て
も
検
討
が
必
要
で
あ
る
だ
ろ
う
。
熊
野
は
内
村
の
「
歴

　
　
史
的
意
識
の
欠
如
」
を
批
判
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
そ
う

　　
で
あ
る
か
ら
こ
そ
内
村
は
教
派
性
に
と
ら
わ
れ
ず
自
由
な
発
想
が
で

　
　
き
る
と
い
う
こ
と
も
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（7
6
）
古
く
は
「
余
は
如
何
に
し
て
基
督
信
徒
と
な
り
し
乎
」
に
お
い
て
、

　
　
内
村
は
コ
つ
の
事
が
我
々
に
は
残
念
で
あ
っ
た
、
す
な
わ
ち
我
々

　
　
が
こ
の
小
さ
な
場
所
に
二
つ
の
教
会
を
も
つ
よ
う
に
な
る
明
白
な
傾

　
向
が
あ
っ
た
、
一
つ
は
聖
公
会
、
他
は
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
…
…
我
々
は
我
々
の
基
督
信
徒
の
経
験
に
お
い
て
は
じ
め
て
教
派
主

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
義
の
弊
害
を
感
じ
た
。
」
（
内
村
、
『
余
は
如
何
に
し
て
基
督
信
徒
と
な

　
　
り
し
乎
』
鈴
木
俊
郎
訳
、
岩
波
書
店
、
一
九
三
八
、
五
六
－
五
七
頁
）

　
　
と
記
し
て
い
る
。
エ
ク
レ
シ
ア
と
し
て
の
無
教
会
主
義
に
関
し
て
は
、

宗
教
改
革
四

〇
〇年
と
内
村
鑑
三
の
ル
タ
i
受
容
（
岩
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五


